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第
三
節
　
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
第
三
節
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
狂
）
二
月
十
目
、
日
露
戦
争
が
起
り
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
宣
戦
布
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
が
古
来
の
歴
史
に
徴
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
国
防
、
経
済
上
の
生
命
線
で
あ
り
、
大
陸
進
出
の
前
進
基
地
で
、
目
清
戦
争
が
目
清
両
国
の
利
害
関
係
の
衝
突
か
ら
起
っ
た
よ
う
に
、
目
露
戦
争
も
わ
が
国
の
生
命
線
保
護
の
本
能
、
及
び
資
本
主
義
の
発
達
と
表
裏
す
る
大
陸
政
策
と
・
シ
ア
の
極
東
政
策
と
の
衝
突
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
五
月
十
五
日
に
起
っ
た
興
清
滅
洋
を
ス
・
ー
ガ
ン
と
す
る
義
和
団
の
北
清
事
変
が
翌
年
九
月
七
日
落
着
後
、
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
の
主
張
に
よ
り
明
治
三
十
五
年
一
月
三
十
一
日
、
日
英
攻
守
同
盟
が
成
立
し
、
両
国
共
に
清
・
韓
両
国
の
領
土
を
保
全
し
、
日
英
何
れ
か
が
他
の
一
国
と
戦
う
時
は
一
方
は
厳
正
中
立
を
守
り
、
二
国
以
上
と
戦
う
時
は
協
同
し
て
こ
れ
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
・
シ
ア
は
極
東
に
お
い
て
急
速
に
強
力
な
軍
事
力
を
集
中
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
日
清
戦
争
に
よ
っ
て
著
し
く
喚
起
さ
れ
た
国
民
の
自
覚
が
、
一
転
し
て
個
人
の
自
覚
と
な
り
、
各
自
を
し
て
信
仰
問
題
、
人
生
問
題
に
考
を
向
け
し
め
、
社
会
問
題
に
一
層
深
く
留
意
せ
し
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
叉
、
当
時
の
産
業
の
発
達
も
自
ら
社
会
問
題
を
惹
起
し
、
医
学
界
に
あ
っ
て
も
細
菌
学
の
発
達
を
中
心
と
し
て
社
会
医
学
の
急
速
な
進
歩
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
処
が
明
治
三
十
六
年
末
よ
り
日
露
間
の
風
雲
が
漸
く
急
と
な
る
に
及
び
、
国
民
一
般
の
愛
国
熱
が
高
潮
し
、
一
部
社
会
主
義
者
の
非
戦
論
は
忽
ち
大
勢
に
圧
倒
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
前
か
ら
、
わ
が
国
で
は
経
済
上
の
憂
慮
を
持
ち
、
人
々
は
相
誠
め
て
勤
倹
貯
蓄
を
奨
励
し
、
節
約
に
努
め
て
い
た
が
、
宣
戦
の
詔
勅
が
出
る
と
、
直
ち
に
文
部
大
臣
久
保
田
譲
は
地
方
庁
に
対
し
て
訓
令
を
発
し
、
軍
国
教
育
を
説
き
、
教
育
者
に
対
し
て
周
到
な
注
意
を
与
え
た
。
　
明
治
三
十
二
年
に
第
一
回
の
肺
結
核
死
亡
数
の
全
国
調
査
を
開
一698一
始
し
た
わ
が
国
で
は
、
明
治
三
十
七
年
二
月
四
日
に
至
り
、
肺
結
核
予
防
に
関
す
る
内
務
省
令
を
制
定
し
、
四
月
二
目
、
戦
争
に
よ
る
国
民
の
災
厄
に
対
し
、
被
災
者
を
保
護
す
べ
く
、
下
士
兵
卒
家
族
扶
助
令
を
公
布
し
た
の
で
あ
る
。
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
に
お
い
て
は
、
一
月
に
本
校
規
則
第
六
章
第
一
条
を
改
正
し
、
授
業
料
を
医
学
科
三
十
円
、
薬
学
科
二
十
五
円
と
し
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
五
〇
年
）
三
月
以
前
に
入
学
し
た
者
は
旧
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
法
律
不
遡
及
の
原
理
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
治
三
十
七
年
七
月
十
一
日
、
明
治
天
皇
は
東
京
帝
国
大
学
に
行
幸
さ
れ
「
軍
事
多
事
ノ
際
ト
難
モ
教
育
ノ
事
ハ
忽
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
其
局
二
当
ル
者
克
ク
励
精
セ
ヨ
」
と
優
渥
な
御
沙
汰
を
賜
っ
た
が
、
翌
十
二
日
、
文
部
省
は
訓
令
第
六
号
を
以
て
、
こ
の
御
沙
汰
を
教
育
関
係
者
一
般
に
告
知
し
た
。
　
戦
時
態
勢
は
益
々
強
化
さ
れ
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
で
も
こ
れ
に
即
応
す
べ
く
、
看
護
養
成
機
関
を
設
け
て
戦
局
に
備
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
明
治
三
十
八
年
に
な
る
と
、
戦
局
は
急
速
に
進
展
し
た
が
、
こ
　
　
　
第
八
章
　
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
の
年
の
衛
生
行
政
は
五
月
七
日
、
医
師
免
許
規
則
の
一
部
改
正
を
行
い
、
新
た
に
文
部
大
臣
の
指
定
し
た
私
立
医
学
専
門
学
校
の
卒
業
生
に
無
試
験
免
許
制
度
を
採
用
し
、
同
月
十
一
目
、
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
を
改
正
、
鼠
除
法
を
市
町
村
の
負
担
と
し
た
。
四
月
一
日
、
痘
苗
製
造
所
及
び
血
清
薬
院
を
伝
染
病
院
に
移
管
し
、
六
月
十
四
日
、
警
視
庁
に
防
疫
評
議
員
を
置
い
た
。
七
月
一
日
、
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
を
制
定
し
た
。
一
方
、
目
露
戦
争
の
戦
場
に
あ
っ
て
は
陸
海
両
軍
は
善
戦
を
続
け
て
い
た
。
　
即
ち
、
五
月
二
十
七
目
、
日
本
海
海
戦
が
行
わ
れ
、
ロ
シ
ア
艦
隊
に
打
撃
を
与
え
た
が
、
六
月
九
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
日
露
講
和
に
乗
り
出
し
、
九
月
一
日
に
日
露
休
戦
議
定
書
が
調
印
さ
れ
、
同
月
五
目
、
日
露
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
　
こ
の
間
、
本
校
で
は
、
四
月
に
文
部
大
臣
久
保
譲
の
学
事
視
察
を
迎
え
、
六
月
に
は
規
則
第
五
章
第
十
条
中
、
卒
業
証
書
書
式
を
改
正
し
、
七
月
に
は
時
局
に
応
じ
て
本
年
度
卒
業
受
験
生
中
、
陸
軍
依
託
生
を
限
り
、
卒
業
試
験
を
繰
上
げ
て
挙
行
し
、
八
月
十
五
目
、
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
。
一699一
　
　
　
第
三
節
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
　
九
月
、
本
校
規
則
第
一
章
よ
り
第
七
章
に
至
る
十
九
条
を
改
正
し
、
学
年
を
分
っ
て
二
学
期
と
し
、
当
分
の
内
、
仮
規
則
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
十
月
五
日
、
長
崎
病
院
規
則
第
二
条
を
改
正
し
た
が
、
戦
時
態
勢
を
整
え
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
年
は
全
く
学
内
規
則
の
改
正
に
追
わ
れ
た
。
　
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
は
日
露
戦
争
の
大
勝
後
、
そ
の
余
栄
に
国
民
は
酔
っ
て
了
っ
て
い
て
、
益
々
国
民
に
自
国
の
長
所
を
自
覚
せ
し
め
、
自
重
の
念
を
喚
起
せ
し
め
、
普
仏
戦
争
後
の
ド
イ
ッ
に
似
た
状
態
を
呈
し
た
が
、
財
界
の
好
況
に
伴
い
、
奢
修
浮
薄
の
風
潮
を
誘
致
し
、
物
質
万
能
主
義
に
傾
い
た
社
会
か
ら
は
種
々
の
思
想
が
現
わ
れ
、
自
然
主
義
思
想
が
起
っ
た
。
文
部
大
臣
牧
野
伸
顕
は
平
和
克
服
後
「
教
育
上
時
弊
矯
正
二
関
ス
ル
心
得
」
を
訓
令
し
、
義
務
教
育
の
大
任
を
説
き
、
風
紀
振
粛
、
元
気
作
興
を
唱
え
、
学
生
一
般
に
警
告
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
年
の
衛
生
行
政
は
三
月
三
十
一
目
、
日
本
薬
局
方
調
査
会
官
制
を
公
布
し
、
同
会
を
常
置
の
機
関
と
し
、
四
月
六
日
、
廃
兵
院
法
を
公
布
し
、
同
月
二
日
、
屠
場
法
を
公
布
し
た
。
長
崎
の
屠
場
（
山
里
村
営
）
は
浦
上
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
本
校
と
長
崎
病
院
の
中
間
の
低
地
に
あ
り
、
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
立
の
当
初
か
ら
敷
地
間
題
で
種
々
冊
題
が
あ
っ
た
。
元
来
、
長
崎
の
屠
場
は
明
治
前
か
ら
出
島
や
英
米
領
事
館
内
に
設
け
ら
れ
、
外
国
人
の
食
肉
に
応
じ
て
い
た
が
、
明
治
五
年
、
市
内
の
養
豚
廃
止
に
よ
っ
て
、
以
後
、
浦
上
の
屠
場
が
活
動
し
て
い
た
。
　
四
月
十
六
日
、
大
村
町
商
人
集
会
所
に
お
い
て
開
か
れ
た
長
崎
県
医
師
会
で
は
、
正
副
会
長
の
撰
挙
が
行
わ
れ
、
教
授
田
代
正
を
会
長
に
教
授
大
谷
周
庵
を
副
会
長
に
推
し
た
。
　
こ
の
年
四
月
二
十
七
日
、
衆
議
院
議
員
山
根
正
次
は
外
一
名
と
共
に
「
精
神
病
学
科
設
置
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
議
会
に
提
出
し
、
議
事
に
上
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
五
月
一
日
に
は
、
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
が
公
布
さ
れ
、
七
月
二
日
、
内
務
省
令
第
二
十
一
号
を
以
て
明
治
二
十
四
年
五
月
公
布
の
日
本
薬
局
方
が
改
正
さ
れ
た
。
九
月
三
日
に
至
り
、
内
務
省
令
第
二
十
七
号
を
以
て
医
師
法
施
行
規
則
、
歯
科
医
師
法
施
行
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
九
月
十
二
日
に
は
医
師
法
の
外
国
免
許
に
関
し
、
勅
令
が
公
布
さ
れ
、
こ
の
勅
令
に
よ
っ
て
、
英
国
と
医
師
免
許
に
一700一
関
し
、
相
互
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
同
月
二
十
七
目
で
あ
っ
た
。
又
、
十
一
月
十
七
目
、
内
務
省
令
第
三
十
三
号
を
以
て
医
師
会
規
則
及
び
歯
科
医
師
会
に
医
師
会
規
則
を
適
用
す
る
の
件
が
制
定
さ
れ
た
。
長
崎
で
も
直
ち
に
医
師
会
の
整
備
が
準
備
さ
れ
た
。
　
「
明
治
三
十
九
年
度
、
土
木
課
事
務
簿
、
造
家
（
各
学
校
、
病
院
、
警
察
、
育
樹
苗
圃
）
之
部
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
九
年
度
は
長
崎
病
院
調
理
所
を
増
築
し
、
貯
水
所
を
建
設
し
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
三
十
六
年
二
月
十
六
日
、
専
門
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
明
治
二
十
年
の
勅
令
第
四
十
八
号
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
、
専
門
学
校
の
整
備
が
漸
く
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
四
月
十
日
に
至
り
、
文
部
省
は
省
令
第
十
号
、
官
立
医
学
専
門
学
校
規
程
を
公
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
修
業
年
限
、
学
科
目
及
び
そ
の
程
度
並
び
に
研
究
生
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
規
程
は
暫
々
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
次
に
大
正
七
年
九
月
二
十
五
目
の
改
正
の
も
の
を
示
そ
う
。
　
　
　
官
立
医
学
専
門
学
校
規
程
　
文
部
省
令
第
十
号
（
明
治
四
十
年
四
月
十
日
）
　
　
　
　
第
八
章
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
警
騨
冊
灘
汁
罰
華
改
正
官
立
医
学
専
門
学
校
ノ
修
業
年
限
、
学
科
目
及
其
ノ
程
度
並
研
究
生
二
関
ス
ル
規
定
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
第
一
条
官
立
医
学
専
門
学
校
ノ
学
科
ヲ
分
チ
テ
医
学
科
及
薬
学
科
ト
　
ス
岡
山
医
学
専
門
学
校
ニ
ハ
薬
学
科
ヲ
設
置
セ
ス
第
二
条
官
立
医
学
専
門
学
校
ノ
修
業
年
限
ハ
医
学
科
ヲ
四
箇
年
ト
シ
　
薬
学
科
ヲ
三
箇
年
ト
ス
第
三
条
　
各
学
科
ノ
学
科
目
及
其
程
度
ハ
左
ノ
如
シ
　
　
医
　
学
　
科
／
た
学
年
学
科
目
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／
修
　
身
独
逸
語
化
学
理
論
及
実
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　　　　解
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第
三
節
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
生
理
学
医
化
学
衛
生
学
細
菌
学
生
理
学
理
論
及
実
験
医
化
学
理
論
及
実
験
衛
生
学
理
論
及
実
験
細
菌
学
理
論
及
実
験
轟
撫
瓢
薬
物
轟
論
扱
実
轍
幣
病
＼
理
論
及
臨
床
講
義
篇
竺
外
来
磐
臨
床
嚢
三
　
三
、
五
一
　
二
、
五二ノ、三二三一
二
二
時
々
　
　
時
々
　
二
○
、
五
　
　
三
三
以
上
　
三
以
上
不
定
時
　
不
定
時
　
　
三
　
　
　
三
四
以
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四
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上
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定
時
　
不
定
時
一
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不
定
時
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無
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華
眼
科
学
擁
論
鳳
検
諏
鏡
翻
法
　
　
　
飛
来
磐
藻
嚢
産
動
鷲
野
黙
科婦病精法
医
学
小科体
計
奴
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醐
欝
鎌
酸
学
パ
来
磐
臨
床
嚢
穀
難
黙
義
　
　
理
　
　
　
　
　
論
児
＼
理
論
及
臨
床
講
義
学
－
外
来
患
者
臨
床
講
義
操薬
　
学
　
科
独修学
逸　科
語身目
学
年／
三
三
五
　
　
三
五
］
以
上
不
定
時
　
　
四
一
以
上
　
一
以
上
不
定
時
　
不
定
時
　
　
　
　
　
　
三
　
　
二
一
以
上
不
定
時
二
以
上
不
定
時
一
以
上
不
定
時
　
　
二
三
三
、
　
　
二
八
五
以
上
　
　
以
上
　　　時鐘嘩
　　　　教r学
二一数授1年
　　　時毎、第
　　　　週し二
　　　　教／学
三一数授ノ年
　　　時雛
四一数麹睾
一702一
鉱
物
学
化
　
学
理
論
及
実
験
薬
　
用
＼
理
　
　
　
論
植
物
学
〆
実
習
及
顕
微
鏡
用
法
　
　
　
　
＼
理
　
　
　
論
生
薬
学
曇
　
　
　
習
分
析
轟
　
　
齢
衛
生
化
藁
　
齢
　
　
　
　
〔
細
菌
学
理
論
及
実
習
　
　
　
　
＼
理
　
　
　
論
裁
判
化
学
憂
　
　
　
習
　
　
　
　
　
日
本
薬
局
方
薬
局
方
外
国
薬
局
方
要
領
薬
品
鑑
定
　
　
　
　
＼
理
調
剤
学
奨
　
　
　
　
＼
理
薬
化
学
憂
機
械
学
大
意
薬
　
品
＼
理
工
業
学
憂
習論習論習論
　
一
七
、
五
　
三
　
三二二
二九二二二三一五
　
　
三
一
、
五
不
定
時
六二一三
一
、
五
一
五三
一
、
五
不
定
時
（　体
備計
考
）　操
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
、
三
　
三
二
、
五
　
　
　
三
八
　
各
学
科
第
二
学
年
以
上
二
於
ケ
ル
修
身
ハ
特
二
毎
週
教
授
時
数
ヲ
定
メ
ス
適
切
ノ
時
宜
二
於
テ
随
時
之
ヲ
課
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
　
教
授
上
各
学
年
ヲ
数
学
期
二
分
ツ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
学
校
長
ハ
前
項
　
ノ
毎
週
教
授
時
数
ノ
範
囲
内
二
於
テ
適
宜
二
各
学
期
ノ
毎
週
教
授
時
　
数
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
　
医
学
科
ニ
ア
リ
テ
ハ
教
授
上
特
別
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
学
校
長
ハ
第
　
一
項
ノ
毎
週
教
授
時
数
ノ
範
囲
内
二
於
テ
第
一
学
年
ト
第
二
学
年
ト
　
ノ
間
及
第
三
学
年
ト
第
四
学
年
ト
ノ
間
二
於
ケ
ル
学
科
目
叉
ハ
其
教
　
授
時
数
ノ
配
当
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
　
学
校
長
ハ
臨
時
必
要
ト
認
メ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
第
一
項
ノ
毎
週
教
　
授
時
数
ヲ
増
減
シ
若
ハ
科
外
講
義
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
第
四
条
　
卒
業
者
ニ
シ
テ
既
修
ノ
学
科
目
二
就
キ
更
二
研
究
セ
ン
ト
ス
　
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
学
校
長
ハ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
場
合
二
限
リ
ニ
箇
年
　
以
内
当
該
学
校
二
於
テ
研
究
二
従
事
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ヲ
　
得
　
時
代
に
従
っ
て
長
崎
医
学
専
門
学
校
の
学
則
も
し
ば
し
ば
改
正
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
四
月
二
十
二
目
、
本
校
に
新
設
さ
れ
た
細
菌
学
教
室
で
、
エ
ジ
一703一
第
八
章
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
　
　
　
第
三
節
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
ン
バ
ラ
大
学
教
授
医
学
博
士
サ
ー
・
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
プ
ソ
ン
及
び
パ
ル
チ
モ
ア
女
子
大
学
校
長
カ
ゥ
チ
ャ
マ
ン
を
迎
え
て
、
盛
大
な
講
演
会
を
行
っ
た
。
シ
ン
プ
ソ
ン
教
授
　
ω
胃
≧
震
四
亭
α
段
留
ヨ
霧
9
は
エ
ー
テ
ル
を
麻
酔
薬
と
し
て
始
め
て
産
科
に
応
用
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ン
プ
ソ
ン
宣
目
窃
ω
矯
日
冨
9
の
甥
に
当
り
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
麻
酔
法
を
詳
述
し
た
後
、
ク
・
・
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
に
も
及
び
、
パ
ス
ツ
ー
ル
の
研
究
を
も
報
告
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
六
月
下
旬
、
勅
令
第
二
百
四
十
六
号
を
以
て
、
文
部
省
直
轄
諸
学
校
官
制
中
、
新
た
に
生
徒
監
を
置
く
制
に
改
め
ら
れ
た
。
同
時
に
勅
令
第
二
百
四
十
七
号
を
以
て
、
本
校
の
定
員
教
授
十
三
人
を
十
六
人
に
改
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
七
月
、
精
神
科
学
が
内
科
よ
り
完
全
に
分
立
し
た
。
叉
、
八
月
、
病
理
組
織
及
細
菌
学
実
験
室
一
棟
、
組
織
学
実
験
室
一
棟
が
新
築
さ
れ
た
。
　
九
月
、
本
校
規
則
中
、
学
歴
を
省
き
、
学
科
課
程
を
改
正
し
、
春
季
休
業
の
一
項
を
挿
入
し
、
生
徒
卒
業
の
際
、
優
等
生
に
賞
品
を
付
与
す
る
と
い
う
↓
条
を
加
え
、
正
副
保
証
人
を
廃
止
し
、
研
究
生
規
定
を
追
加
し
、
そ
の
他
、
改
正
の
結
果
、
数
条
を
訂
正
し
て
仮
規
則
を
規
則
に
定
め
た
。
　
十
月
十
四
日
、
皇
太
子
殿
下
が
戦
艦
鹿
島
に
搭
乗
さ
れ
、
九
州
．
関
西
聯
合
水
産
共
進
会
に
来
観
さ
れ
た
の
で
、
同
夜
、
本
校
で
は
海
上
松
明
行
列
を
行
な
っ
た
。
松
明
は
本
校
薬
学
科
生
徒
の
作
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
叉
、
翌
十
五
日
、
御
還
啓
を
奉
送
し
た
。
　
十
一
月
十
日
、
田
代
正
、
森
永
伊
吉
両
教
授
在
職
二
十
五
年
祝
典
会
を
挙
行
し
た
。
　
十
二
月
十
日
、
文
部
省
告
示
第
二
百
八
十
六
号
を
以
て
、
四
十
一
年
度
第
一
回
定
期
医
術
開
業
試
験
施
行
の
地
及
び
期
日
が
定
め
ら
れ
、
前
期
試
験
、
後
期
学
説
試
験
は
各
地
方
庁
所
在
地
と
し
、
後
期
実
地
試
験
は
東
京
、
京
都
、
長
崎
の
三
ケ
所
と
し
た
。
そ
し
て
後
期
実
地
試
験
は
四
十
一
年
六
月
十
日
よ
り
四
日
間
と
し
、
長
崎
よ
り
村
上
、
田
中
、
小
川
、
佐
藤
の
四
教
授
が
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
福
岡
よ
り
榎
本
与
七
郎
、
小
倉
よ
り
大
村
香
敏
、
熊
本
よ
り
大
島
為
次
郎
、
山
崎
正
董
の
諸
氏
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
さ
て
、
明
治
四
十
年
十
二
月
十
七
日
に
は
文
部
次
官
沢
柳
政
太
郎
が
長
崎
に
到
着
し
、
学
事
視
察
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
十
八
日
、
同
次
官
は
本
校
及
び
長
崎
病
院
を
視
察
し
た
。
一704一
　
な
お
、
大
谷
博
士
が
辞
任
し
、
東
上
し
た
が
、
県
立
長
崎
病
院
内
科
で
は
、
第
一
部
、
第
二
部
と
し
、
第
三
部
を
廃
し
て
小
児
科
を
新
設
し
、
田
中
民
夫
が
第
一
部
長
を
、
小
川
瑳
五
郎
が
第
二
部
長
兼
小
児
科
部
長
を
嘱
托
さ
れ
た
。
又
、
六
月
二
十
二
目
、
村
上
安
蔵
、
小
川
瑳
五
郎
、
田
代
正
三
教
授
の
主
唱
で
、
市
内
袋
町
青
年
会
館
に
お
い
て
、
長
崎
医
学
会
が
発
足
し
、
当
時
の
県
知
事
荒
川
義
太
郎
、
県
第
一
部
長
秦
事
務
官
、
第
四
部
長
小
島
事
務
官
等
が
来
会
し
、
長
崎
病
院
に
お
け
る
医
学
研
究
が
開
姶
さ
れ
た
。
・
そ
れ
か
ら
、
明
治
四
十
年
度
の
県
議
会
で
可
決
さ
れ
た
県
立
長
崎
病
院
二
等
病
室
の
増
築
設
計
は
、
平
家
建
百
八
坪
、
換
気
装
置
、
発
電
機
、
電
燈
、
避
雷
針
、
便
所
、
洗
面
所
、
廊
下
な
ど
で
、
合
計
一
万
八
千
円
で
あ
っ
た
。
　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
の
衛
生
行
政
と
し
て
は
、
三
月
二
十
七
目
、
監
獄
医
の
公
布
が
あ
り
、
九
月
二
十
九
日
に
は
警
察
犯
処
罰
令
を
制
定
し
、
十
月
一
目
に
は
刑
法
及
び
監
獄
法
を
施
行
し
て
、
監
獄
関
係
法
規
が
漸
く
完
備
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
月
七
日
に
は
中
央
慈
善
協
会
が
設
立
さ
れ
、
叉
、
感
化
救
済
事
業
講
習
会
が
始
め
ら
れ
た
。
同
年
十
月
十
三
日
に
は
戊
申
詔
書
が
発
せ
　
　
　
　
第
八
章
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
ら
れ
、
時
弊
を
戒
め
ら
れ
た
。
以
後
、
教
育
勅
語
と
戊
申
詔
書
は
行
事
の
度
に
奉
読
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
さ
て
、
本
校
で
は
、
三
月
三
十
日
、
勅
令
第
六
十
九
号
を
以
て
、
干
葉
、
仙
台
、
金
沢
各
医
学
専
門
学
校
と
共
に
、
本
校
の
定
員
教
授
十
六
人
を
十
七
人
に
、
助
教
授
七
人
を
八
人
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
薬
学
科
中
、
薬
工
学
を
増
設
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
叉
、
副
手
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。
　
九
月
、
文
部
省
令
第
二
十
五
号
を
以
て
、
薬
学
科
の
学
科
及
び
そ
の
程
度
中
、
機
械
学
大
意
並
び
に
薬
品
工
業
等
を
加
え
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
年
度
よ
り
実
施
し
た
。
　
十
月
二
十
一
日
に
伏
見
宮
殿
下
、
十
一
月
二
日
に
は
閑
院
宮
殿
下
が
長
崎
に
来
遊
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
翌
日
、
離
崎
さ
れ
た
の
で
、
本
校
で
は
そ
の
来
崎
、
離
崎
に
際
し
て
、
奉
迎
、
奉
還
を
行
っ
た
。
　
十
一
月
、
本
校
規
則
中
、
第
五
章
第
十
一
条
に
、
明
治
四
十
一
年
以
後
の
本
校
卒
業
生
は
そ
の
修
了
し
た
学
科
に
従
い
、
本
校
名
を
冠
し
て
医
学
士
並
び
に
薬
学
士
と
称
す
る
こ
と
を
得
る
と
い
う
一
条
を
加
え
た
。
十
二
月
二
十
日
、
文
部
次
官
岡
田
良
平
が
来
崎
し
、
県
教
育
家
は
そ
の
観
迎
会
を
小
島
福
屋
に
開
い
た
が
、
こ
の
一705一
第
三
節
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
頃
、
大
谷
博
士
記
念
奨
学
資
金
を
募
集
し
始
め
、
募
金
〆
切
日
を
翌
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
三
月
三
十
一
日
と
定
め
た
。
　
又
、
明
治
四
十
一
年
四
月
よ
り
長
崎
病
院
の
増
築
を
行
っ
て
い
た
が
、
計
画
さ
れ
て
い
た
長
崎
病
院
の
電
燈
及
び
避
雷
針
が
完
備
し
た
の
は
翌
年
で
あ
っ
た
。
　
明
治
四
十
二
年
の
衛
生
行
政
は
四
月
一
目
に
九
州
療
養
所
、
癩
療
養
所
四
ヶ
所
が
新
設
さ
れ
た
が
、
四
月
十
四
日
、
種
痘
法
が
公
布
さ
れ
、
七
月
十
七
日
に
は
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
の
第
一
次
改
正
が
な
さ
れ
、
十
二
月
二
十
八
日
に
は
内
務
省
令
を
以
て
、
明
治
四
十
三
年
一
月
以
降
の
精
神
病
患
者
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
、
脚
気
病
予
防
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
癩
療
養
所
の
開
所
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
五
ケ
所
あ
っ
た
。
叉
、
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
発
見
も
こ
の
年
で
（
秦
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
）
、
性
病
対
策
の
根
源
が
極
め
ら
れ
る
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
次
に
明
治
四
十
二
年
の
本
校
の
略
史
を
眺
め
る
こ
と
に
す
る
が
・
こ
の
年
、
本
校
医
化
学
実
験
室
一
棟
が
新
築
さ
れ
て
い
る
。
　
一
月
九
日
、
参
第
八
号
を
以
て
、
文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
は
直
轄
学
校
長
宛
て
に
学
校
の
風
紀
粛
清
と
生
徒
の
品
位
向
上
に
つ
い
て
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
同
月
十
三
日
、
田
代
正
は
学
校
の
風
紀
、
学
生
の
品
性
に
つ
い
て
懇
篤
な
訓
示
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
三
月
二
十
四
日
、
長
崎
県
諭
達
第
二
号
を
以
て
、
県
知
事
荒
川
義
太
郎
は
癩
病
予
防
及
び
撲
滅
に
関
す
る
達
を
発
し
た
。
　
九
月
九
日
、
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
を
以
て
、
北
海
道
庁
府
県
庁
に
対
し
、
学
校
生
徒
の
飲
酒
取
締
が
達
せ
ら
れ
た
。
同
月
十
三
目
、
文
部
省
訓
令
第
十
三
号
を
以
て
、
修
身
教
育
に
関
す
る
訓
示
が
与
え
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
轄
諸
学
校
教
育
は
人
物
の
養
成
を
以
て
主
眼
と
す
普
通
教
育
と
専
門
教
育
と
を
問
は
す
常
に
重
き
を
品
位
の
陶
治
に
置
く
へ
き
こ
と
論
を
侯
た
す
故
に
直
轄
諸
学
校
に
於
て
も
従
来
此
の
点
に
注
意
を
怠
さ
り
し
は
本
大
臣
の
認
む
る
所
な
り
是
等
諸
学
校
の
生
徒
は
既
に
中
学
校
以
下
に
於
て
修
身
教
育
を
受
け
た
る
も
の
な
り
と
難
道
徳
上
の
観
念
尚
堅
実
を
欠
き
各
種
の
誘
惑
に
陥
り
易
く
徳
育
上
最
も
注
意
を
要
す
る
時
期
に
属
す
故
に
自
今
直
轄
諸
学
校
に
於
て
は
一
層
力
を
修
身
の
教
育
に
致
し
定
時
に
修
身
の
教
授
を
為
す
の
外
必
要
に
応
し
随
時
訓
謁
を
施
し
て
生
徒
の
道
義
的
観
念
を
練
成
し
以
て
実
践
躬
行
の
意
志
を
強
固
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す
又
学
校
長
及
教
官
は
常
に
協
心
識
力
し
躬
ら
学
校
徳
育
の
中
心
と
為
り
一706一
　
　
て
生
徒
を
薫
陶
し
以
て
教
育
勅
語
及
戊
申
詔
書
の
聖
旨
を
貫
徹
せ
ん
　
　
こ
と
を
努
む
へ
し
　
　
　
明
治
四
十
二
年
九
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
大
臣
　
　
小
松
原
英
太
郎
　
道
徳
教
育
が
こ
の
頃
し
き
り
に
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
恰
も
世
紀
末
の
風
潮
を
受
け
た
自
然
主
義
的
な
気
運
に
対
す
る
警
告
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
　
こ
の
九
月
、
本
校
規
則
第
三
章
第
五
条
中
、
入
学
験
定
料
金
三
円
を
五
円
に
改
め
、
同
第
五
章
第
二
条
医
学
科
第
二
試
験
科
目
の
末
項
に
及
び
、
（
即
ち
、
試
験
は
理
論
及
び
実
地
に
つ
き
施
行
し
、
第
一
及
び
第
二
試
験
を
区
別
し
、
第
二
試
験
科
目
は
内
科
学
、
外
科
学
、
眼
科
学
、
婦
人
科
学
、
衛
生
学
と
し
た
。
）
細
菌
学
を
加
え
、
同
薬
学
科
第
｝
試
験
科
目
の
末
項
に
薬
品
工
業
学
を
加
え
た
。
そ
し
て
同
章
第
十
一
条
を
改
正
し
、
従
来
、
得
業
士
と
称
す
る
も
の
の
外
、
学
士
称
号
を
用
い
る
こ
と
を
得
る
も
の
を
得
ざ
る
も
の
と
の
資
格
区
分
を
朋
ら
か
に
し
、
そ
の
第
十
一
条
を
追
加
し
て
論
文
提
出
の
上
、
学
士
称
号
を
請
求
す
る
も
の
の
手
続
及
び
検
定
料
額
を
規
定
し
た
。
　
十
月
二
十
三
日
、
教
授
桜
井
三
之
助
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
産
科
　
　
　
第
八
章
　
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
婦
人
科
会
の
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
。
叉
、
先
に
日
韓
合
併
問
題
そ
の
他
で
、
渡
満
中
の
枢
密
院
議
長
従
一
位
大
勲
位
公
爵
伊
藤
博
文
が
ハ
ル
ピ
ン
駅
頭
で
暗
殺
さ
れ
た
の
で
、
十
一
月
四
日
、
国
葬
が
行
わ
れ
た
。
本
校
で
も
田
代
校
長
よ
り
国
家
に
対
す
る
伊
藤
公
の
功
績
を
論
述
し
、
痛
惜
の
念
に
堪
え
ぬ
旨
を
講
話
し
、
生
徒
総
代
百
崎
欽
一
は
生
徒
一
同
を
代
表
し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
　
十
一
月
二
十
二
日
、
文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
は
瀬
戸
、
茨
木
両
視
学
官
、
黒
沢
秘
書
官
と
共
に
来
校
し
た
が
、
荒
川
義
太
郎
長
崎
県
知
事
も
秦
、
川
崎
、
井
手
三
事
務
官
、
柴
崎
長
崎
高
等
商
業
学
校
長
そ
の
他
二
、
三
の
県
立
学
校
長
を
伴
い
、
同
行
し
た
。
こ
の
学
事
視
察
の
際
に
は
校
内
の
視
察
を
終
っ
た
後
、
専
門
教
育
に
関
す
る
訓
示
を
行
っ
た
。
こ
の
小
松
原
文
相
は
道
徳
教
育
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
教
育
思
想
界
の
状
態
を
次
に
眺
め
て
お
こ
う
。
　
即
ち
朋
治
四
十
年
頃
よ
り
日
露
戦
争
後
の
思
想
界
の
動
揺
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
動
揺
し
て
い
た
教
育
界
で
は
、
自
然
主
義
、
社
会
主
義
、
個
人
主
義
と
共
に
国
民
道
徳
論
や
国
体
論
が
旺
盛
と
な
り
、
報
徳
主
義
も
唱
え
ら
れ
た
。
教
育
学
者
で
は
た
だ
外
国
人
の
一707一
　
　
　
第
三
節
　
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
学
説
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
諸
説
を
比
較
研
究
し
、
そ
の
長
短
を
判
別
し
、
自
己
の
思
想
を
加
味
し
て
、
教
育
学
を
維
織
し
よ
う
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
谷
本
富
、
沢
柳
政
太
郎
、
溝
渕
進
馬
、
吉
田
熊
次
、
大
瀬
甚
太
郎
、
森
岡
常
蔵
、
野
田
義
夫
、
田
中
義
能
な
ど
が
大
正
初
期
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
教
育
論
を
展
開
し
た
。
叉
、
文
部
大
臣
は
明
治
四
十
一
年
七
月
十
四
日
、
小
松
原
英
太
郎
の
就
任
後
、
明
治
四
十
四
年
八
月
三
日
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
成
立
と
共
に
長
谷
場
純
孝
が
就
任
し
、
日
露
戦
争
後
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
後
、
や
や
安
定
し
て
来
た
。
　
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
は
六
月
一
月
、
幸
徳
秋
水
の
事
件
が
起
り
、
七
月
十
四
日
に
は
勅
令
を
以
て
、
娼
妓
等
の
愛
の
病
院
を
地
方
庁
費
に
よ
っ
て
設
立
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
本
校
の
略
史
を
眺
め
よ
う
。
　
二
月
下
旬
、
結
核
病
予
防
協
会
の
設
立
趣
意
書
が
同
協
会
準
備
委
員
会
よ
り
本
校
に
達
せ
ら
れ
た
が
、
同
月
九
日
に
は
東
京
医
科
大
学
精
神
科
教
授
呉
秀
三
博
士
が
台
湾
よ
り
の
帰
途
、
来
校
し
、
県
立
病
院
を
参
観
し
た
。
　
三
月
、
勅
令
第
六
十
七
号
を
以
て
、
教
授
十
七
人
を
十
八
人
に
、
助
教
授
八
人
を
五
人
に
改
め
ら
れ
た
。
教
授
の
増
加
に
よ
っ
て
、
医
学
専
門
学
校
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
講
座
の
確
立
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
四
月
三
十
日
に
は
、
研
培
会
雑
誌
が
田
代
校
長
、
森
永
教
授
の
在
職
二
十
五
年
祝
賀
論
文
集
を
出
し
、
十
五
編
を
特
集
し
た
。
　
九
月
、
習
学
寮
（
丙
寮
）
の
改
築
が
完
成
し
た
。
乙
寮
も
近
く
改
築
す
る
た
め
、
甲
丙
両
寮
に
生
徒
を
分
散
せ
し
め
た
。
　
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
二
月
開
会
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
官
公
立
病
院
設
置
に
関
す
る
建
議
が
可
決
さ
れ
た
。
叉
、
二
月
十
一
日
に
は
総
理
大
臣
桂
太
郎
は
勅
語
を
受
け
、
施
薬
救
療
の
資
と
し
て
百
五
十
万
円
を
賜
っ
た
。
そ
し
て
三
月
二
十
八
日
、
水
道
条
例
を
改
正
し
、
特
許
水
道
及
び
そ
の
強
制
買
収
の
規
定
が
布
か
れ
、
同
月
二
十
九
日
に
は
工
場
法
の
公
布
（
大
正
五
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
）
を
み
た
。
叉
、
八
月
十
四
日
、
按
摩
術
営
業
取
締
規
則
、
鍼
術
灸
術
営
業
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
十
二
月
二
十
四
日
に
は
按
摩
術
鍼
術
又
は
灸
術
学
校
若
く
は
同
講
習
所
の
指
定
標
準
の
件
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
年
、
雲
仙
県
営
公
園
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
叉
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
社
会
保
険
の
統
一
を
行
っ
＿708一
た
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
っ
て
は
、
失
業
保
険
制
度
の
創
始
た
る
国
民
保
険
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
　
本
校
で
は
一
月
二
十
六
日
、
大
谷
奨
学
資
金
（
大
谷
頒
効
会
代
表
雨
森
一
郎
）
の
寄
附
が
許
可
さ
れ
、
規
程
七
条
を
定
め
た
。
三
月
、
本
校
規
則
第
六
章
第
一
条
の
医
学
科
授
業
料
一
年
に
付
、
金
三
十
円
を
三
十
五
円
に
、
薬
学
科
授
業
料
一
年
に
付
、
金
二
十
五
円
を
金
三
十
円
に
改
め
た
。
　
四
月
四
日
、
文
部
省
令
第
十
六
号
を
以
て
、
文
部
省
直
轄
学
校
外
国
人
特
別
入
学
規
程
の
改
正
が
あ
っ
た
。
　
文
部
省
直
轄
学
校
外
国
八
特
別
入
学
規
程
ハ
台
湾
人
若
ク
ハ
朝
鮮
人
二
　
之
ヲ
準
用
ス
但
其
入
学
二
関
シ
テ
ハ
台
湾
総
督
府
叉
ハ
朝
鮮
総
督
府
ノ
　
紹
介
ヲ
要
ス
　
こ
れ
は
前
年
八
月
二
十
二
日
、
目
韓
合
併
条
約
の
調
印
後
、
同
月
二
十
九
日
、
韓
国
を
朝
鮮
と
改
め
、
九
月
三
十
日
、
朝
鮮
総
督
府
官
制
の
公
布
を
み
た
結
果
、
改
正
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
　
五
月
、
本
校
規
則
第
三
章
第
六
条
の
入
学
料
金
一
円
を
金
三
円
に
、
同
規
則
第
六
章
第
一
条
の
医
学
科
授
業
料
一
学
年
に
付
金
三
十
五
円
を
金
四
十
円
に
改
め
、
医
学
科
卒
業
受
験
生
は
九
月
、
一
　
　
　
　
第
八
章
　
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
回
受
験
料
金
八
円
、
薬
学
科
卒
業
受
験
生
も
同
じ
く
金
六
円
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
経
済
恐
慌
の
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
九
月
十
五
日
、
海
軍
軍
医
中
監
平
野
勇
が
来
校
し
、
新
設
さ
れ
た
海
軍
軍
医
依
託
制
度
を
詳
細
に
説
明
し
、
従
来
、
大
学
に
の
み
限
ら
れ
た
の
を
医
学
専
門
学
校
に
も
及
ぼ
し
、
医
学
科
は
二
年
級
以
上
、
薬
学
科
は
三
年
級
以
上
よ
り
募
集
し
、
依
託
期
間
は
日
給
金
六
十
七
銭
と
示
し
た
。
　
十
一
月
十
六
日
、
中
国
に
お
け
る
革
命
軍
の
蜂
起
に
当
り
、
清
国
留
学
生
三
十
名
は
長
崎
を
出
発
し
た
が
、
翌
年
一
月
一
日
、
中
華
民
国
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
一
月
二
十
三
日
、
国
際
阿
片
条
約
を
締
結
し
た
後
、
ペ
ス
ト
菌
検
査
指
針
を
制
定
し
た
の
は
二
月
十
二
日
で
、
三
月
十
九
日
に
は
、
庁
府
県
に
警
察
医
が
置
か
れ
た
。
四
月
三
十
日
、
防
疫
職
員
官
制
が
公
布
さ
れ
、
更
に
五
月
十
日
、
毒
物
劇
物
営
業
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
叉
、
同
月
二
十
八
日
、
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ホ
ル
（
木
精
）
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
薬
品
行
政
が
進
め
ら
れ
た
。
又
、
こ
の
年
二
月
十
二
日
、
は
じ
め
＿709一
　
　
　
第
三
節
　
　
明
治
末
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
て
日
本
住
血
吸
虫
の
中
間
宿
主
が
発
見
さ
れ
、
宮
入
貝
と
し
て
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
七
月
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
予
防
接
種
施
行
に
関
す
る
内
務
省
訓
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
　
さ
て
、
五
月
、
勅
令
第
百
三
十
号
を
以
て
、
本
校
の
教
授
定
員
十
八
人
を
十
九
人
に
改
め
ら
れ
た
が
、
私
立
産
婆
学
校
産
婆
講
習
所
指
定
規
則
が
制
定
さ
れ
た
の
は
六
月
十
八
日
で
、
長
崎
に
も
以
後
、
そ
の
種
の
施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
三
十
日
、
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
大
正
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
明
治
時
代
が
終
っ
た
の
で
あ
る
。
一710一
